
アンケート調査概要 

平成28年度愛知県臨床検査精度管理調査に参加した135施設 

参加費の妥当性、日臨技精度保証施設認定制度、総括統計表、
事業全般に対する意見や要望など 

・対象 

・調査内容  

・技師長クラスの方 

試料の量、設問量、設問の難易度、JAMTQCについてなど 

・各部門 



高い 妥当 安い 未回答 

参加費の妥当性 

78％ 

11％ ６％ 



認定受審済 受審予定 

受審予定なし 認定制度を知らない 

17％ 

3％ 

日臨技精度保証施設認定制度 

58％ 

22％ 



公開メール後直ちに閲覧 閲覧している 未回答 

総括統計表 

57％ 

38％ 



精度管理事業に関する意見 

・他団体の精度管理調査と統合化されると 
 効率的と思われる 

・検査精度の維持、向上また技師の意識向上、 
   施設幹部へのアピールのためにも継続して  
 欲しい 

・毎年しっかりやっていただいてありがい 



0% 20% 40% 60% 80% 100%

臨床化学 

免疫血清 

一般 

血液 

輸血 

適切である 多い 少ない 未回答 

サンプルサーベイ 試料量 

21.9％ 

16.0％ 

9.1％ 



0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般 

血液 

微生物 

生理 

輸血 

病理 

細胞 

適切 多い 少ない 未回答 

フォトサーベイ 設問量 



0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般 

血液 

微生物 

生理 

輸血 

病理 

細胞 

適切 難解 容易 未回答 

フォトサーベイ 難易度 

12.7％ 

11.3％ 

13.0％ 



 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

臨床化学 

免疫血清 

一般 

血液 

輸血 

微生物 

生理 

病理 

細胞 

わかりやすい わかりにくい 未回答 

JAMTQCシステムについて 



まとめ 

・アンケート調査の完全Web化により回答、  
 集計に要する労力は軽減されたが、 
 未回答が例年に比べ多く見受けられた 

・外部精度管理調査運用は概ね支障はない 

・試料の量や難易度に部門間差がみられた 

・限られた予算の中でいかに内容を充実 
 させていくかが課題 



・参加費の入金（未納施設） 

・メールアドレスの正しい入力 

最後に  

来年度以降も精度管理事業へのご理解、 
 

ご協力をよろしくお願い致します 

・精度管理事務局からのお願い 


